
                 

 

 

 

 

 
 

「みんなでジャンプ！穴生チャレンジ」（縄跳び集会）を行いました。 

５・６年生の運動委員会の子どもたちが大活躍です。 
２月１６日～２４日の昼休みに体育館で、「みんなでジャンプ！穴生チャレンジ」を各学年に分

かれて行いました。子どもたちの運動への意欲を高め、体を動かす機会を増やせるようにと、運動

委員会の子どもたちと担当の先生が企画運営してくれました。この集会までに、子どもたちは、体

育の学習や休み時間で一生懸命に練習してきました。ご家庭の方でも、練習をしていたのではない

かと思います。集会当日の子どもたちの頑張りは、とても素晴らしく、温かい応援の声もたくさん

聞こえてきました。また、運動委員会の子どもたちは、この期間に毎日運営をしてくれました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学校教育目標 
「心身ともに健康で、温かい思いやりの心をもち、自ら学び自ら考える児童の育成」 

令和４年度 第１９号 

（令和５年２月２７日） 

北九州市立穴生小学校 

校 長  弥永 和利 

「みんなでジャンプ！穴生チャレンジ」 

➀学年ごとに挑戦（４５秒で跳べた回数の合計） 

  １・２年生－前跳び 

  ３・４年生―後ろ跳び 

  ５・６年生―前あや跳び 

②ギネスに挑戦 

  二重跳びに挑戦（４５秒で跳べた回数） 

卒業まで、あと１３日（登校する日数）～卒業までのカウントダウン～ 
 いよいよ６年生の卒業の日が迫ってきました。６年生の教室には、「卒業までの日めくりカレ

ンダー」が掲示されています。一人一人が、自分が大切にしたい言葉や名言を書き添えて、「卒

業までの日めくりカレンダー」を作っています。日に日に少なくなっていくカレンダーを見なが

ら、６年生は様々な思いを抱いていることだと思います。 

＜日めくりカレンダーの言葉から＞ 

・「苦しいから逃げるのではなく。 

逃げるから苦しくなる。」（ウィリアム・ジェームス） 

・「途中であきらめちゃいけない。途中であきらめてしまったら 

得るものより失うものの方がずっと多くなってしまう。」 

（ルイ・アームストロング） 

・「あきらめたら、そこで試合終了です。」（スラムダンクの安西先生） 

・「行動がすべての成功への基本的な鍵となる。」（パブロ・ピカソ） 

PTAより、創立７０周年の記念品をいただきました。ありがとうございます！ 
穴生小学校創立７０周年を記念して、PTA より子どもたち一人一人に

「タブレットケース」と「ファイル」をいただいています。 

「タブレットケース」には、穴生小の校章が入っています。学習で使うタ

ブレットには欠かせないケースです。持ち運びのときなどにタブレットを

守ってくれます。おかげで、タブレットを大切に使うことができます。 

「ファイル」には、全校児童が人文字でつくった校章と校舎や地域の様子

の写真、そして校歌が入っています。きっと思い出に残る「ファイル」に

なると思います。大事なものを入れたいですね。 

また、「スポットクーラー」を５台いただいています。特に夏の暑い日の体育館での体育などに

活用しています。熱中症予防にもなっており、子どもたちの健康を守ってくれています。 

 

 

記録にチャレンジしています。 運動委員会、頑張っています。 
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